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マウスに対する榊原温泉 (5T)の温泉水と
痒みの抑制効果に関する研究
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要旨
　本研究では，マウスに対する 7 種類の温泉水と痒みや皮膚炎のかゆみ伝達機序を解明するために研究を行った。
皮膚炎に伴うかゆみの伝達に，感覚神経における転写因子 STAT3 の活性化が重要な役割を果たしていることが明ら
かである。本研究では，皮膚炎などのかゆみに対する新たな天然温泉水を比較し，開発に貢献すると期待される。皮
膚炎のかゆみに深く関わる IL-31 が，感覚神経に発現する受容体に作用することで，かゆみを引き起こしていること
を実証た。また，IL-31 受容体の下流で，転写因子 STAT3 が活性化されることが，かゆみ誘導に重要であることを
示した。さらに，感覚神経の STAT3 は，IL-31 受容体の発現や，かゆみ伝達に関わる神経ペプチドの発現にも重要
であることも見いだた。感覚神経の STAT3 は，IL-31 依存的なかゆみだけでなく，IL-31 非依存的な炎症性のかゆみ
にも重要であることも示唆された。これらの結果から，STAT3 の阻害薬が開発・改良されれば，新たなかゆみの改
善となる可能性が示された。

図 1　温泉水と痒みの抑制効果に関するかゆみを伝達する感覚神経細胞における STAT3 の役割




